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伊方発電所から通報連絡のあった異常について 

（令和５年５月分） 

 

Ｒ５.６.12 

原子力安全対策推進監 

電話番号 089-912-2352 
 

１ 令和５年５月に、安全協定に基づき四国電力株式会社から県へ通報連絡があった

異常は次のとおりですので、お知らせします。 

 

県の 
公表 
区分 

異常事項 発生年月日 概 要 
管理 
区域 
該当 

国へ 
の 

報告 
備考 

Ｃ スチームコンバ

ータの不具合 

（３号機） 

５.５.１ 伊方発電所 3 号機は第 16 回定期事業

者検査中のところ、スチームコンバー

タの加熱管の非破壊検査を実施した結

果、加熱管の広範囲に減肉を確認し、

当該設備が必要な能力を有しないと判

断した。 

本事象による環境への放射能の影響

はない。 

今後の対応を検討した結果、スチー

ムコンバータの修理に期間を要するこ

とから、本定期事業者検査後のプラン

ト運転においては、スチームコンバー

タを使用せず、補助ボイラ（予備を含

め 2 台）により、補助蒸気を供給する

こととした。 

当該スチームコンバータの加熱管に

ついては、次回の定期事業者検査にお

いて取替えを計画する。 

引き続き、詳細を調査する。 

外 × 今回

公表 



県の 
公表 
区分 

異常事項 発生年月日 概 要 
管理 
区域 
該当 

国へ 
の 

報告 
備考 

Ｃ モニタリングポ

スト等の指示上

昇 

（共用） 

５.５.７ 伊方発電所敷地境界に設置している

野外モニタの指示値が上昇し、中央制

御室に「10 分平均注意」を示す信号が

発信した。 

その後、以下の調査結果より、降雨

による自然変動と判断した。 

 信号発信時、発電所からの放射性

気体廃棄物の放出実績はなく、排

気筒のモニタ指示値にも異常は認

められなかった。 

また、5 月 8 日 0 時 0 分に全ての

野外モニタにおいて指示値は設定

値を下回った。 

 当該野外モニタのデータ解析を実

施した結果、自然放射性核種によ

る上昇は見られたが、人工放射性

核種による特異な上昇は見られな

かった。 

 22 時 50 分に信号が発信した際、

発電所では他の異常事象は発生し

ておらず、発電所周辺における降

雨により他の野外モニタも同様に

上昇している。 

本事象における野外モニタの最大 10

分平均指示値は以下のとおりである。 

モニタリングステーション 69 nGy/h 

モニタリングポスト No.1 65 nGy/h 

モニタリングポスト No.2 73 nGy/h 

モニタリングポスト No.3 66 nGy/h 

モニタリングポスト No.4 70 nGy/h 

本事象によるプラントの運転への影

響及び環境への放射能の影響はない。 

外 × 今回

公表 

Ｃ グランド蒸気復

水器排気ファン

の不具合 

（３号機） 

５.５.13 伊方発電所 3 号機は第 16 回定期事業

者検査中のところ、グランド蒸気復水

器排気ファン３Ａ及び３Ｂが運転でき

ないことから、保修員が確認し、詳細

な点検が必要と判断した。 

本事象によるプラントへの影響はな

く、環境への放射能の影響はない｡ 

原因を調査した結果、本定期事業者

検査において取り替えたグランド蒸気

復水器排気ファン３Ａ及び３Ｂの電源

ユニットの保護装置が原因であると推

定したことから、新しい保護装置に取

り替えた。 

その後、グランド蒸気復水器排気フ

ァン３Ａ及び３Ｂを起動し、運転に問

題ないことを確認したことから、正常

状態に復帰した。 

今後、詳細調査を実施する。 

外 × 今回

公表 



県の 
公表 
区分 

異常事項 発生年月日 概 要 
管理 
区域 
該当 

国へ 
の 

報告 
備考 

Ｃ 地震の観測 

（１、２、３号

機） 

５.５.19 伊方発電所において以下のとおり地

震を感知した。 

・１号機：９ガル 

・２号機：７ガル 

・３号機：９ガル 

伊方発電所１、２、３号機に異常は

ない。(中央制御室でプラントパラメ

ータを確認) 

念のため、巡視点検を実施し、設備

に異常のないことを確認した。 

この地震による環境への放射能の影

響はない。 

－ × 今回

公表 

Ｂ 制御棒クラスタ

駆動装置空調系

統への養生袋の

吸い込み 

（３号機） 

５.５.19 伊方発電所 3 号機は第 16 回定期事業

者検査中のところ、１次冷却材系統の

耐圧・漏えい検査において、制御棒ク

ラスタ駆動装置空調系統の点検口を開

けた際に、当該空調系統に養生袋が吸

い込まれたことを確認した。 

そのため、養生袋の回収作業が必要

と判断し、当該検査を中止した。 

本事象による環境への放射能の影響

はない。 

その後、１次冷却材系統の降温・降

圧を行い、制御棒クラスタ駆動装置冷

却ファンを停止し、吸い込まれた養生

袋を回収して、当該空調系統に異常が

ないことを確認した。 

なお、その間、制御棒クラスタ駆動

装置は使用しておらず、制御棒は全挿

入状態を維持しており、プラントの安

全性に影響はなかった。 

内 × 速報 

済 

Ｃ 発電機用窒素ガ

ス封入装置から

の窒素ガス漏え

い 

（３号機） 

５.５.26 伊方発電所 3 号機は第 16 回定期事業

者検査中のところ、発電機用の窒素ガ

ス封入ラインにて、窒素ガスの漏えい

を確認し、詳細な点検が必要と判断し

た。漏えいについては、弁を閉止し、

停止した。 

本事象による環境への放射能の影響

はない｡ 

点検した結果、本定期事業者検査で

取り替えた発電機用窒素ガス封入装置

の配管接続部のＯリングが適正に装着

されていないことを確認したことか

ら、当該Ｏリングを新品に交換した。 

その後、漏れがないことを確認し、

正常状態に復帰した。 

今後詳細を調査する。 

外 × 今回

公表 

 

２ 外部への放射能漏れや周辺環境放射線への影響はありませんでした。 


